
丹
圖
闘
汁
諾
矧
器
一
〇
中
（
冨
刈
⑩
）

「
シ
バ
ラ
ク
」
を
表
す
漢
字
の

　
　
　
用
法
か
ら
み
た
「
小
右
記
」

清
　
水
　
教
　
子

　
拙
稿
は
「
シ
バ
ラ
ク
」
を
表
す
漢
字
の
用
法
に
つ
い
て
、
　
「
小
右
記
」
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
記
載
年
月
を
持
つ

記
録
語
文
献
三
点
、
す
な
わ
ち
「
巨
峯
」
・
「
御
堂
関
白
記
」
・
「
左
経
記
」
と
比
較
し
て
、
　
「
小
右
記
」
の

特
徴
を
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
に
、
次
の
よ
う
な
手
順
で
述
べ
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。

一
、

二
、

三
、

四
、

五
、

六
、

記
録
語
研
究
に
お
け
る
題
目
の
位
置
付
け

「
小
右
記
」
等
、
記
録
語
文
献
四
点

「
シ
バ
ラ
ク
」
の
漢
字
表
記

「
小
右
記
」
の
「
シ
バ
ラ
ク
」

「
権
記
」
等
三
文
献
の
「
シ
バ
ラ
ク
」

ま
と
め一

、
記
録
語
研
究
に
お
け
る
題
目
の
位
置
付
け

　
私
は
記
録
語
の
文
体
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
。
平
安
時
代
の
言
語
と
言
え
ば
、
位
相
語
と
し
て
仮
名
文
学
事

・
漢
文
訓
読
語
・
記
録
語
の
三
つ
が
存
在
し
て
い
る
。
そ
の
内
現
存
す
る
記
録
語
文
献
と
し
て
は
、
平
安
初
期

の
も
の
二
点
、
中
期
の
も
の
五
点
、
後
期
の
も
の
十
四
点
、
院
政
期
の
も
の
二
十
二
点
ほ
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
一
つ
く
の
文
献
に
つ
い
て
そ
の
文
体
を
明
ら
か
に
し
（
つ
ま
り
共
時
的
研
究
）
、
次
い
で
時
期
区
分

ご
と
に
、
そ
の
文
体
に
共
通
点
が
あ
る
か
ど
う
か
を
吟
味
し
、
次
に
は
平
安
初
期
か
ら
院
政
期
ま
で
に
お
い
て
、

文
体
に
史
的
推
移
が
見
ら
れ
る
か
ど
う
か
、
見
ら
れ
る
と
す
れ
ば
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
推
移
な
の
か
を
究
明
す

る
（
つ
ま
り
通
時
的
研
究
）
こ
と
、
こ
の
最
後
の
も
の
が
、
今
の
と
こ
ろ
私
の
記
録
語
研
究
の
最
終
目
標
で
あ

る
。　
さ
て
、
今
回
の
題
目
で
あ
る
「
シ
バ
ラ
ク
」
を
表
す
漢
字
の
用
法
か
ら
み
た
「
小
右
記
」
は
、
平
安
後
期
の

｝
記
録
語
文
献
で
あ
る
「
小
右
記
」
を
取
り
上
げ
て
、
そ
の
文
体
に
関
与
す
る
一
つ
の
事
象
で
あ
る
「
シ
バ
ラ

ク
」
を
表
す
漢
字
の
用
法
に
視
点
を
置
い
た
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
今
回
は
土
ハ
時
的
研
究
の
ほ
ん
の
一
部
に

過
ぎ
な
い
。

　
そ
し
て
、
　
「
小
右
記
」
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
記
載
年
月
を
持
つ
「
権
記
」
等
の
三
文
献
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
　
「
小
右
記
」
の
特
徴
を
浮
き
彫
り
に
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

二
、
「
小
右
記
」
等
、
記
録
語
文
献
四
点

　
「
小
右
記
」
等
親
文
献
は
い
ず
れ
も
公
卿
の
日
記
で
あ
り
、

等
に
つ
い
て
、
次
に
一
覧
表
で
示
す
こ
と
に
す
る
。

そ
の
記
者
名
・
現
存
始
終
年
紀
・
所
収
文
献
名
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日
記
名

記
者
名

現
存
始
終
年
紀

所
収
文
献
名

小
　
右
　
記

藤
原
実
資

天
元
五
（
　
九
八
二
）
年
～
長
元
五
（
］
〇
三
二
）
年

史
料
大
成

期
後
安
平

勧
崔
　
　
　
　
己
去
1
　
　
　
　
　
　
言
ロ

藤
原
行
成

正
暦
二
（
　
九
九
　
）
年
～
寛
仁
元
（
一
〇
一
七
）
年

史
料
大
成

御
堂
関
白
記

藤
原
道
長

長
徳
四
（
　
九
九
八
）
年
一
治
安
元
（
一
〇
二
一
）
年

大
日
本
古
記
録

左
　
経
　
記

源
　
　
士
女

長
和
五
（
］
〇
一
六
）
年
～
長
元
八
（
一
〇
三
五
）
年

史
料
大
成

　
こ
れ
ら
四
人
の
記
者
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
藤
原
平
温
は
右
大
臣
・
従
一
位
、
藤
原
行
成
は
権
大
納
言
・
正
二

位
、
藤
原
道
長
は
摂
政
・
．
従
一
位
、
源
　
経
頼
は
参
議
左
大
弁
・
従
四
位
上
、
と
い
っ
た
具
合
で
、
い
ず
れ
も

政
治
上
の
要
職
に
あ
っ
た
人
々
で
あ
る
。
又
、
実
株
と
道
長
は
伯
父
と
甥
の
関
係
に
、
道
長
と
行
成
も
叔
父
と

甥
の
関
係
に
あ
っ
て
血
縁
関
係
は
濃
い
が
、
彼
ら
の
学
問
上
の
環
境
が
同
様
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
未
調
査
で

あ
る
。

　
な
お
、
　
「
シ
バ
ラ
ク
」
を
表
す
漢
字
の
用
例
カ
ー
ド
は
、
そ
れ
ぐ
、
右
の
一
覧
表
の
所
収
文
献
名
の
も
の

に
よ
っ
て
い
る
。三

、
「
シ
バ
ラ
ク
」
の
漢
字
表
記

　
「
シ
バ
ラ
ク
」
と
い
う
副
詞
を
漢
字
で
表
記
す
る
た
め
に
、
　
「
小
右
記
」
等
と
ほ
ぼ
同
じ
こ
ろ
の
古
字
書
で

あ
る
「
三
巻
本
色
葉
字
類
抄
」
　
（
成
立
は
院
政
期
で
、
書
写
は
鎌
倉
時
代
）
で
は
、
次
の
諸
字
が
掲
げ
ら
れ
て

い
る
。

　
な
お
、
漢
字
の
右
肩
の
数
字
は
私
に
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
○
演
能
．
智
又
乍
．
、
乍
少
（
中
略
）
項
（
中
略
）
辮
己
上
・
　
　
　
（
前
田
本
、
下
シ
辞
素
オ
ー
）

○
雰
ク
洞
ユ
・
日
時
剋
分
・

（
前
田
本
、
下
シ
畳
字
7
9
オ
2
）

　
ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

○
小
選
シ
ひ
フ
ク
我
項
同
項
重
重
今
上
同
少
時
賄
シ
ハ
シ
一
二
リ
（
前
田
本
、
下
シ
畳
字
8
5
ウ
7
）

　
と
こ
ろ
で
、
　
「
小
右
記
」
等
の
記
録
語
文
献
に
お
い
て
、
た
と
え
ば
（
傍
線
は
私
に
記
す
）
　
「
小
右
記
」
の

「
舞
妓
華
華
、
平
貝
無
敷
板
、
循
宏
量
遅
舞
」
と
い
テ
よ
う
な
場
合
、
　
「
暫
」
字
は
ど
ん
な
日
本
語
を
表
記
す

る
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
帰
納
す
る
に
は
、
　
「
暫
」
字
を
含
む
前
後
の
文
脈
か
ら

意
味
を
探
る
こ
と
、
「
小
右
記
」
全
体
に
お
け
る
「
暫
」
字
の
用
法
を
調
査
す
る
こ
と
、
当
時
の
古
字
書
の
和

訓
を
参
照
す
る
こ
と
、
の
三
つ
の
点
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
点
か
ら
検
討
し
た
結
果
、
　
「
小
右

記
」
の
「
暫
」
字
は
日
本
語
「
シ
バ
ラ
ク
」
を
表
記
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

四
、
「
小
右
記
」
の
「
シ
バ
ラ
ク
」

「
小
右
記
」
等
四
文
献
の
「
シ
バ
ラ
ク
」
に
つ
い
て
調
査
す
る
と
、
次
の
a
b
二
つ
の
意
味
の
い
ず
れ
か
で
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あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
a
は
、
シ
バ
ラ
ク
の
間
～
す
る
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
場
合
で
あ
り
、
b
は

シ
バ
ラ
ク
し
て
（
あ
り
て
）
～
す
る
と
い
う
意
味
に
用
い
ち
れ
て
い
る
場
合
で
あ
る
。

　
「
小
右
記
」
の
「
シ
バ
ラ
ク
」
を
表
す
漢
字
表
記
と
し
て
は
、
若
干
の
例
外
は
あ
る
が
、
a
と
し
て
「
且
、

暫
（
正
字
）
・
斬
足
（
通
庭
）
、
暫
程
」
の
三
種
類
が
あ
り
、
b
と
し
て
「
頃
、
暫
之
（
又
は
暫
之
）
、
頃
之
、

須
更
、
二
選
（
正
字
）
・
小
選
（
類
字
）
、
少
時
（
正
字
）
・
小
時
（
類
字
）
」
の
六
種
類
が
あ
る
。
こ
れ
ら

の
用
例
数
に
つ
い
て
は
、
他
の
文
献
と
共
に
別
紙
に
一
覧
表
で
示
す
こ
と
に
す
る
。
別
表
｝
・
別
表
二
を
御
覧

い
た
だ
き
た
い
。
別
表
一
は
正
字
・
通
事
、
正
字
・
類
字
を
別
々
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
別
表
二
は
そ
れ
ら
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　

一
緒
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
（
↓
聡
～
耽
）

　
次
に
具
体
例
を
示
し
な
が
ら
、
　
「
小
右
記
」
の
「
シ
バ
ラ
ク
」
を
表
す
漢
字
の
用
法
に
つ
い
て
説
明
し
て
い

く
こ
と
に
す
る
。

　
　
ア
「
且
」

　
「
小
右
記
」
「
に
は
「
且
」
は
全
部
で
8
例
し
か
な
く
、
次
の
例
の
よ
う
に
、
す
べ
て
a
の
意
味
に
用
い
ら
れ

て
い
る
。

　
な
お
、
用
例
の
傍
線
は
私
に
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
旧
漢
字
は
新
漢
字
に
直
し
て
掲
げ
る
こ
と
に
す
る
。
こ

れ
ら
二
点
は
、
他
の
三
文
献
の
用
例
に
お
い
て
も
同
じ
で
あ
る
。

①
早
朝
宰
相
来
、
即
参
大
殿
、
帰
来
云
、
夜
部
面
給
、
今
尚
不
快
坐
、
葉
池
行
三
十
金
事
、
又
有
吟
行
声
、

　
人
々
有
憂
嘆
気
、
　
（
寛
仁
二
年
五
月
一
日
）

　
　
イ
「
暫
」
又
は
「
覧
」

　
正
字
「
暫
」
鵬
例
・
通
字
「
覧
」
9
5
例
、
合
計
惣
例
の
う
ち
、
a
の
意
味
で
鵬
例
、
b
の
意
味
で
1
2
例
用
い

ら
れ
て
お
り
、
a
対
b
は
9
5
％
対
5
％
と
な
り
、
a
の
意
味
に
使
わ
れ
る
の
が
本
則
で
あ
る
。

　
a
の
意
味

②
戸
内
南
戸
数
度
如
人
引
動
揺
、
驚
奇
之
程
暫
止
、
五
更
揺
動
詰
軍
、
（
万
寿
二
年
＋
月
二
＋
三
日
）

③
兵
部
卿
不
参
、
予
斬
足
候
罷
出
、
（
寛
弘
九
年
四
月
二
＋
八
日
）

　
b
の
意
味

④
伯
参
殿
上
、
即
参
御
前
、
先
駆
出
居
前
、
次
将
問
、
侃
称
名
、
着
御
前
座
、
暫
中
納
言
頼
定
、
参
議
経
房

　
三
位
中
将
能
信
、
参
議
公
任
参
上
、
　
（
長
和
三
年
十
二
月
二
十
三
日
）

⑤
参
殿
、
闘
参
院
及
宮
、
（
永
観
三
年
五
月
五
日
）

　
　
ウ
「
暫
程
」

　
「
暫
程
」
は
「
シ
バ
ラ
ク
の
あ
い
だ
」
と
ほ
ぼ
同
じ
意
味
の
「
シ
バ
ラ
ク
の
ほ
ど
」
で
、
　
「
程
」
字
を
用
い

て
明
記
さ
れ
て
お
り
、
用
例
は
次
の
1
例
の
み
で
a
の
意
味
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

⑥
下
人
子
童
靴
落
入
井
中
、
驚
而
令
取
出
、
経
矧
稠
僅
取
出
、
已
溺
死
、
（
長
和
五
年
四
月
＋
」
日
）

　
　
エ
「
頃
」

　
「
頃
」
は
2
例
し
か
な
く
、
次
の
例
の
よ
う
に
い
ず
れ
も
b
の
意
味
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

⑦
右
大
臣
事
淵
巻
［
日
之
後
唄
余
、
下
給
叙
位
簿
、
入
箱
、
頃
執
筆
人
取
副
笏
臣
下
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
永
観
三
年
三
月
七
日
）

　
　
オ
「
暫
之
」
又
は
「
斬
足
之
」

　
「
暫
之
」
9
例
・
「
楚
之
」
1
7
例
、
合
計
2
6
例
の
う
ち
、
2
5
例
（
9
6
％
）
ま
で
が
b
の
意
味
に
用
い
ら
れ
て

お
り
、
a
の
意
味
で
は
1
例
（
4
％
）
に
過
ぎ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
b
の
用
．
法
が
本
則
で
あ
る
。

　
a
の
意
味

⑧
次
給
田
盃
之
間
、
上
等
罷
立
、
但
給
陪
従
銅
蓋
、
循
左
大
臣
以
下
暫
之
口
写
廊
壁
下
、
於
此
処
用
親
藩
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
永
観
三
年
三
月
二
十
六
日
）

　
b
の
意
味
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⑨
申
剋
許
参
内
、
諸
卿
不
参
、
暫
之
諸
卿
参
入
、
（
寛
仁
二
年
＋
一
月
二
＋
二
日
）

⑩
其
後
資
平
追
来
、
以
彼
又
令
召
随
身
、
芝
之
参
来
、
（
寛
弘
八
年
正
月
二
＋
一
日
目

　
　
カ
「
頃
之
」

　
「
頃
之
」
は
次
の
例
の
よ
う
に
、
8
6
例
全
部
が
b
の
意
味
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

⑪
今
夜
戌
時
許
娯
蛆
入
耳
、
頃
之
出
過
、
半
長
】
寸
余
許
、
（
天
元
五
年
三
月
二
十
八
日
）

⑫
午
時
許
参
清
水
寺
、
頃
之
帰
宅
、
（
永
観
二
年
十
二
月
十
八
日
）

　
　
キ
「
須
更
」

　
「
須
更
」
は
2
例
し
か
な
い
が
、
　
「
頃
之
」
と
同
じ
く
い
ず
れ
も
b
の
意
味
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

⑬
従
去
夕
雨
脚
頻
降
、
已
無
晴
気
、
伺
隙
欲
参
斎
院
、
猶
以
湧
池
、
未
二
道
乾
風
扇
雲
赴
巽
、
須
更
雨
止
、

　
似
有
神
感
、
　
（
長
和
三
年
四
月
十
八
日
）

⑭
早
退
出
、
到
祭
使
所
、
須
実
母
摂
政
狭
敷
、
（
長
和
五
年
四
月
二
十
五
日
）

　
　
ク
「
少
選
」
又
は
「
小
選
」

　
「
甲
骨
」
5
9
例
・
「
小
選
」
1
3
例
、
計
7
2
例
の
う
ち
7
1
例
ま
で
が
b
の
意
味
で
あ
り
、
1
例
の
み
が
a
の
意

味
で
あ
っ
て
、
本
則
は
b
で
あ
る
と
言
え
る
。

　
a
の
意
味

⑮
参
宮
、
少
選
舐
候
、
参
花
山
院
、
良
久
候
御
前
、
（
長
徳
五
年
七
月
＋
二
日
）

　
b
の
意
味

⑯
午
時
許
、
火
見
南
方
、
其
程
遼
遠
、
少
子
下
人
走
牽
牛
、
内
大
臣
家
者
、
（
正
暦
六
年
正
月
九
日
）

⑰
今
日
主
上
初
冬
宮
奏
、
価
参
入
、
劃
左
大
臣
誰
参
入
、
（
正
暦
四
年
四
月
二
＋
八
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ

　
　
ケ
「
少
時
」
又
は
「
小
時
」

　
「
少
時
」
愚
暗
・
「
小
時
」
爾
例
、
A
智
計
魏
例
全
部
が
、
次
の
二
つ
の
例
の
よ
う
に
b
の
意
味
で
用
い
ら
れ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
b
専
用
で
あ
る
。

⑱
帰
来
云
、
内
大
臣
己
下
候
飛
香
舎
、
関
白
降
車
参
者
、
少
時
早
見
遣
、
申
云
、
只
今
関
白
被
参
上
者
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
長
元
二
年
閏
二
月
二
十
二
日
）

⑲
左
大
将
二
陣
、
小
時
尊
皇
大
后
宮
大
夫
俊
賢
、
右
大
弁
朝
経
参
入
、
（
寛
仁
二
年
＋
月
二
十
二
日
）

　
以
上
、
若
干
の
具
体
例
を
示
し
て
説
明
し
て
き
た
が
、
A
二
度
ま
と
め
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
要
約
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
a
の
意
味
専
用
は
「
且
」
と
「
早
耳
」
で
あ
る
が
、
両
者
と
も
用
例
数
は
わ
ず
か
で
あ
る
。
　
「
暫
」
又
は
、

「
斬
足
」
も
a
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
の
が
本
則
で
あ
り
、
b
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
の
は
例
外
で
あ
る
。
用
例

数
の
上
か
ら
み
て
、
　
「
小
右
記
」
で
は
「
暫
」
又
は
「
鷺
足
」
が
a
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
場
A
口
の
主
役
で
あ
る

と
言
え
る
。

　
b
の
意
味
専
用
は
、
用
例
数
の
多
い
順
に
「
少
時
」
又
は
「
小
時
」
・
「
頃
之
」
・
「
頃
レ
・
「
須
更
」
の

四
種
類
で
あ
る
。
そ
し
て
「
少
選
」
又
は
「
小
選
」
・
「
暫
之
」
又
は
「
麺
之
」
の
二
種
類
も
、
そ
れ
ぞ
れ
一

例
ず
つ
の
例
外
（
a
の
意
味
で
の
用
法
）
は
あ
る
が
、
b
の
意
味
に
用
い
ら
れ
る
の
が
本
則
で
あ
る
。
用
例
数

の
上
か
ら
み
て
、
b
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
場
合
の
主
役
は
「
少
時
」
又
は
「
小
時
」
で
あ
り
、
　
「
頃
之
」
、

「
少
選
」
又
は
「
小
選
」
が
そ
れ
に
続
く
も
の
と
言
え
よ
う
。

　
こ
れ
ら
使
用
度
の
高
い
用
字
を
前
述
の
「
三
巻
本
色
葉
字
類
抄
」
と
照
合
し
て
み
る
と
、
　
「
暫
」
又
は
「
斬
足
」

は
二
番
目
、
　
「
少
時
」
又
は
「
小
時
」
は
五
番
目
、
　
「
頃
之
」
は
三
番
目
、
　
「
少
選
」
又
は
「
小
選
」
は
」
番

目
に
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
　
「
少
時
」
又
は
「
小
時
」
以
外
は
い
ず
れ
も
掲
載
順
位
の
早
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。
当
時
の
書
記
生
活
に
お
い
て
、
掲
載
順
位
の
早
い
漢
字
ほ
ど
頻
繁
に
用
い
ら
れ
た
も
の
と
言
わ
れ
て

お
り
、
　
「
小
右
記
」
の
「
シ
バ
ラ
ク
」
を
表
す
漢
字
も
そ
の
例
外
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
正
字
対
通
字
、
正
字
対
類
字
の
観
点
か
ら
「
小
右
記
」
の
用
字
を
眺
め
て
み
る
と
、
ど
う
な
っ
て
い

α
刈



る
で
あ
ろ
う
か
。
別
表
一
を
次
の
よ
う
に
整
理
し
直
し
て
み
る
。

表

暫
之

船
足
之

　
　
　
　
正
　
字
　
少
選
　
　
　
少
時
　
　
　
　
　
　
　
　
　
％

　
　
口

　
　
　
　
　
　
字
　
小
選
　
　
　
卜
寺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
％

　
　
表

　
表
日
か
ら
正
字
と
通
字
の
使
用
状
況
は
、
正
字
の
方
が
過
半
数
を
越
え
て
は
い
る
が
、
通
宝
と
の
差
は
そ
れ

ほ
ど
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　
表
口
か
ら
正
字
と
類
字
の
使
用
状
況
は
、
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。

　
右
の
二
つ
の
結
果
か
ら
、
　
「
小
右
記
」
の
記
者
で
あ
る
藤
原
黒
雲
は
正
字
対
通
字
、
正
字
対
類
字
の
区
別
を

そ
れ
ほ
ど
意
識
し
て
使
わ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ら
れ
る
。

五
、
「
権
記
」
等
三
文
献
の
「
シ
バ
ラ
ク
」

　
「
仁
多
」
・
「
御
堂
関
白
記
」
・
「
左
経
記
」
に
つ
い
て
も
、
　
「
小
右
記
」
の
場
合
と
同
様
な
説
明
を
し
て

い
く
こ
と
に
す
る
。
　
「
シ
バ
ラ
ク
」
を
表
す
漢
字
の
一
覧
お
よ
び
用
例
数
に
つ
い
て
は
、
別
表
｝
・
別
表
二
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
む
　
　
　
　

御
覧
い
た
だ
き
た
い
。
（
↓
％
一
恥
）

　
　
e
コ
権
記
L

　
「
権
記
」
で
は
「
暫
」
又
は
「
斬
足
」
・
「
暫
間
」
が
a
の
意
味
に
、
　
「
暫
之
」
又
は
「
斬
足
之
」
　
・
「
頃
之
」

・
「
有
頃
」
が
b
の
意
味
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
、
　
「
暫
」
又
は
「
斬
足
」
は
b
の
意
味
（
2
6
％
）
に
も

用
い
ら
れ
て
い
る
。
種
類
と
し
て
は
五
種
類
で
あ
り
、
前
記
の
「
小
右
記
」
が
九
種
類
も
の
用
字
を
持
っ
て
い

た
の
に
比
べ
る
と
少
な
い
。

　
　
ア
「
暫
」
又
は
「
質
」

　
「
暫
」
又
は
「
麺
」
は
、
用
例
⑳
の
よ
う
に
a
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
の
が
8
7
例
、
用
例
⑳
の
よ
う
に
b

の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
の
が
3
0
例
で
、
そ
の
割
合
は
7
4
％
対
2
6
％
と
な
る
。
b
の
例
が
2
6
％
も
占
め
て
く
る

と

⑳⑳
例
外
で
あ
る
と
は
言
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

先
例
三
宮
暫
住
他
家
之
時
、
臨
時
加
賞
家
主
、
　
（
長
保
元
年
十
二
月
五
日
）

左
右
源
中
将
麗
鶴
参
会
、
割
左
衛
門
督
参
会
、
　
（
長
保
三
年
二
月
六
日
）

イ
「
暫
間
」

「
暫
間
」
は
「
間
」
字
に
よ
っ
て
「
ア
イ
ダ
」
の
意
味
が
明
示
さ
れ
て
お
り
、

次
例
の
よ
う
に
2
例
共
に
a

の
意
味
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

⑳
　
即
詣
近
衛
殿
、
女
房
等
云
、
今
間
質
気
移
人
頗
宜
、
暫
間
帰
宅
休
息
、
　
（
長
徳
四
年
三
月
三
選
）

　
　
ウ
「
暫
之
」
又
は
「
質
之
」

　
「
暫
之
」
又
は
「
鷺
之
」
は
次
の
2
例
の
よ
う
に
、
6
4
例
全
部
が
b
の
意
味
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

⑳
　
次
詣
左
府
、
暫
之
詣
弾
正
宮
、
　
（
長
保
四
年
四
月
九
日
）

⑳
　
右
衛
門
督
、
先
在
座
、
楚
之
左
兵
衛
督
参
入
、
　
（
寛
弘
八
年
八
月
二
十
入
日
）

　
　
エ
「
頃
之
」

　
「
頃
之
」
は
用
例
⑳
の
よ
う
に
、
5
6
例
中
5
5
例
ま
で
が
b
の
意
味
に
使
わ
れ
て
お
り
、
用
例
⑳
の
1
例
の
み

が
a
の
意
味
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
1
例
は
例
外
と
み
な
せ
る
の
で
、
　
「
頃
之
」
は
b
専

用
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。

窃
Q
Q



㊧
　
早
可
被
行
之
由
、
同
甘
辛
、
頃
之
自
左
府
、
権
中
将
来
示
云
、
　
（
長
徳
四
年
七
月
十
四
日
）

⑳
　
生
貴
子
、
感
悟
不
少
、
頃
之
気
上
、
念
本
尊
得
平
愈
、
　
（
長
保
三
年
八
月
一
日
）

　
　
オ
「
有
頃
」

　
「
有
毒
」
は
次
例
の
よ
う
に
、
8
例
全
部
が
b
の
意
味
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
　
「
有
」
字
に
よ

っ
て
b
の
意
味
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
は
い
る
が
。

⑳
　
少
弁
云
、
暫
念
不
可
立
、
此
間
庄
園
本
尊
、
有
頃
平
復
、
　
（
長
徳
四
年
三
月
十
六
日
）

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
　
「
権
記
」
で
は
a
の
意
味
と
し
て
「
暫
」
又
は
「
楚
」
が
主
役
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は

前
述
の
「
小
右
記
」
と
共
通
し
て
い
る
。

　
b
の
意
味
と
し
て
は
用
例
数
の
上
か
ら
、
　
「
暫
之
」
又
は
「
斬
足
囲
」
と
「
下
之
」
が
主
役
で
あ
る
。
こ
の
二

者
は
「
小
右
記
」
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
　
「
有
頃
」
は
「
小
右
記
」
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
正
字
・
通
草
の
観
点
か
ら
別
表
一
を
整
理
し
直
し
て
み
る
と
、
次
表
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
正
　
字
　
暫
　
　
　
　
暫
間
　
　
　
暫
之
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
％

　
　
通
　
字
　
題
　
　
　
　
　
　
　
　
難
之
　
　
　
　
　
　
　
　
　
％

　
右
の
表
か
ら
、
　
「
権
記
」
で
は
正
字
が
主
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
て
、
古
字
の
方
は
ご
く
わ
ず
か
（
3
％
）

し
か
用
い
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
口
「
御
堂
関
白
記
」

　
「
御
堂
関
白
記
」
で
は
a
の
意
味
と
し
て
「
暫
」
又
は
「
斬
足
」
と
「
暫
之
間
」
の
二
種
類
が
、
b
の
意
味
と

し
て
は
「
有
縁
」
又
は
「
有
心
足
」
の
一
種
類
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
　
「
小
右
記
」
の
九
種
類
に
比
べ
る
と
、
「
御

堂
関
白
記
」
の
三
種
類
は
三
分
の
一
に
過
ぎ
な
い
。

　
　
ア
「
暫
」
又
は
「
覚
」

　
「
暫
」
又
は
「
覧
」
は
2
4
例
中
2
2
例
（
9
2
％
）
ま
で
が
用
例
⑳
⑳
の
よ
う
に
、
a
の
意
味
に
用
い
ら
れ
て
お

り
、
2
例
（
8
％
）
の
み
が
用
例
⑳
の
よ
う
に
b
の
意
味
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
　
「
御
堂
関
白
記
」
の
「
暫
」

又
は
「
楚
」
は
「
小
右
記
」
の
そ
れ
と
同
様
に
、
b
の
意
味
に
用
い
ら
れ
る
の
は
例
外
で
あ
る
と
言
え
る
。

⑳
　
右
大
臣
令
勘
奉
幣
使
日
時
程
、
暫
古
座
、
奏
後
又
着
、
　
（
寛
弘
八
年
八
月
十
五
日
）

⑳
依
内
待
遅
参
、
覚
相
待
、
給
御
幣
宣
命
、
（
寛
弘
七
年
十
二
月
十
一
日
）

⑳
入
夜
参
入
内
、
即
出
中
院
給
、
共
奉
幸
行
、
暫
退
出
、
候
所
宿
、
是
有
依
悩
気
中
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
寛
弘
元
年
六
月
十
一
日
）

　
　
イ
「
暫
之
間
」

　
「
暫
之
間
」
は
「
間
」
字
に
よ
っ
て
「
ア
イ
ダ
」
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
用
例
は
次
の
1
例
の
み
で
a
の
意

味
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

⑳
　
辰
三
刻
、
男
皇
子
降
誕
給
、
暫
之
間
、
錐
有
壁
悩
、
無
重
事
、
　
（
寛
弘
六
年
十
一
月
二
十
五
日
）

　
　
ウ
「
有
暫
」
又
は
「
有
整
」

　
「
有
暫
」
又
は
「
有
差
足
」
は
「
有
」
字
に
よ
っ
て
明
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
1
6
例
全
部
が
b
の
意
味
を
示

し
て
い
る
。

⑫
　
仰
可
令
勘
政
初
日
、
有
暫
申
十
九
日
由
、
　
（
寛
弘
五
年
正
月
十
四
日
）
　
　
　
　
［
論
］

⑬
　
別
当
・
章
信
等
在
前
間
、
蔵
人
所
方
有
高
声
事
、
有
斬
足
別
当
申
云
、
宗
相
与
守
親
相
輪
声
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
寛
仁
元
年
七
月
十
三
日
）

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
　
「
御
堂
関
白
記
」
で
は
a
の
意
味
を
表
す
も
の
と
し
て
、
　
「
暫
」
又
は
「
覧
」
が
主
役

で
あ
る
こ
と
、
b
の
意
味
を
表
す
も
の
と
し
て
は
「
有
暫
」
又
は
「
有
楚
」
が
専
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。

α
④



な
お
、
正
字
・
通
字
の
観
点
か
ら
別
表
　
を
整
理
し
直
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
「
御
堂
関
白
記
」
に
お
け
る
正
字
使
用
率
7
8
％
は
、
　
「
記
号
」
の
9
7
％
に
は
及
ば
な
い
が
、
　
「
小
右
記
」
の

5
5唐
謔
閧
ﾍ
る
か
に
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
日
「
左
経
記
」

　
「
左
経
記
」
で
は
a
の
意
味
と
し
て
「
且
」
と
「
暫
」
又
は
「
楚
」
と
「
頃
」
の
三
種
類
が
、
b
の
意
味
と

し
て
「
暫
」
又
は
「
幽
し
・
「
頃
」
・
「
頃
之
」
・
「
有
戸
」
・
「
有
戸
」
の
五
種
類
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、

形
の
上
で
は
全
体
と
し
て
六
種
類
で
あ
り
、
　
「
小
右
記
」
の
九
種
類
に
次
い
で
多
い
。

　
　
ア
「
且
」

　
「
且
」
は
全
部
で
5
例
し
か
使
わ
れ
て
い
な
い
が
、
次
の
例
の
よ
う
に
す
べ
て
a
の
意
味
に
用
い
ら
れ
て
い

る
。⑭
　
余
触
左
大
弁
、
且
且
陣
達
見
僧
悟
了
、
頃
之
左
大
弁
来
早
事
云
、
　
（
長
元
八
年
三
月
十
六
B
）

　
　
イ
「
暫
」
又
は
「
楚
」

　
「
暫
」
又
は
「
斬
足
」
全
7
7
例
の
う
ち
、
4
9
例
が
a
の
意
味
に
、
2
8
例
が
b
の
意
味
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
両

者
の
割
合
は
6
4
％
対
3
6
％
に
な
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
b
の
占
め
る
割
合
は
、
　
「
小
右
記
」
5
％
、
　
「
御
堂
関

白
記
」
8
％
で
あ
り
、
こ
れ
ら
二
文
献
の
場
合
は
例
外
と
し
て
処
理
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
　
「
権
記
」
の
2
6
％
、
　
「
左
経
記
」
の
3
6
％
に
な
る
と
、
単
な
る
例
外
と
し
て
処
理
す
る
こ
と
は

で
き
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
、
a
・
b
そ
れ
る
＼
の
意
味
に
用
い
ら
れ
て
い
る
具
体
例
を
2
例
ず
つ
示
す
こ
と
に
す
る
。

　
a
の
意
味
に
用
い
ら
れ
て
い
る
例

⑮
　
是
新
帝
以
来
月
五
日
暫
依
有
可
遷
御
之
長
住
、
　
（
長
和
五
年
正
月
十
五
日
）

⑳
　
価
自
今
夜
賜
瀧
口
武
者
等
、
斬
足
骨
令
宿
直
者
、
　
（
寛
仁
元
年
七
月
二
日
目

　
b
の
意
味
に
用
い
ら
れ
て
い
る
例

⑰
　
申
文
了
次
第
入
内
、
暫
退
出
、
参
殿
、
　
（
長
元
四
年
四
月
二
十
三
日
）

⑱
　
上
達
部
多
以
参
入
、
土
蜂
令
参
給
者
、
早
可
参
給
者
、
楚
内
府
参
入
、
右
府
里
下
外
記
勘
耳
糞
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
長
元
五
年
六
月
二
十
九
日
）

　
　
ウ
「
頃
」

　
「
頃
」
は
全
2
例
し
か
な
く
、
次
例
の
よ
う
に
い
ず
れ
も
b
の
意
味
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

⑳
　
是
興
法
計
也
者
、
頃
十
重
政
、
上
侍
従
中
納
言
、
請
印
了
着
南
、
　
（
長
元
七
年
十
月
二
十
八
日
）

　
　
エ
「
頃
之
」

　
「
頃
之
」
は

⑳
　
令
召
諸
司
等
、
頃
之
申
神
舐
官
陰
陽
寮
等
参
由
、
　
（
寛
仁
元
年
七
月
｝
日
）

⑪
　
早
旦
参
殿
、
頃
之
待
従
中
納
言
左
大
弁
被
参
入
、
　
（
長
元
七
年
八
月
二
十
七
日
）

の
例
の
よ
う
に
、
鵬
例
全
部
が
b
の
意
味
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
　
オ
「
有
暫
」

　
「
準
々
」
は
「
頃
之
」
の
鵬
例
に
比
べ
て
わ
ず
か
6
例
し
か
な
く
、
　
「
有
」
字
に
よ
っ
て
b
の
意
味
で
あ
る

こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

⑫
　
早
朝
甚
雨
、
有
暫
晴
、
参
内
宮
、
　
（
長
元
元
年
六
月
「
日
）

の
例
の
よ
う
に
、
全
例
b
の
意
味
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

8



　
　
カ
「
有
頃
」

　
「
有
頃
」
も
前
記
「
有
暫
」
と
同
様
、
　
「
有
」
字
に
よ
っ
て
b
の
意
味
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、

⑬
　
午
剋
参
内
着
楽
所
、
有
頃
人
々
多
参
着
、
　
（
長
和
五
年
三
月
十
二
日
）

の
例
の
よ
う
に
全
1
5
例
が
b
の
意
味
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
　
「
左
経
記
」
で
は
「
暫
」
又
は
「
楚
」
が
a
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
場
合
の
主
役
で
あ

る
こ
と
、
　
「
頃
之
し
が
b
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
場
合
の
主
役
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
又
、
こ
の
「
頃
之
」

は
「
小
右
記
」
・
「
権
記
」
で
は
二
番
目
に
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
正
字
・
通
字
の
観
点
か
ら
別
表
一
を
整
理
し
直
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
右
の
表
か
ら
、
　
「
左
経
記
」
で
は
「
権
記
」

正
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
9
7
％
）
・
「
御
堂
関
白
記
」
　
（
7
8
％
）
と
同
様
、
主
と
し
て

六
、
ま
と
め

　
「
シ
バ
ラ
ク
」
を
表
す
漢
字
の
種
類
と
用
法
に
つ
い
て
、
各
文
献
ご
と
に
述
べ
て
き
た
が
、
今
度
は
「
小
右

記
」
と
他
の
三
文
献
と
を
比
較
し
て
み
よ
う
。

　
四
文
献
に
共
通
に
見
ら
れ
る
用
法
は
先
述
し
た
よ
う
に
、
a
シ
バ
ラ
ク
の
間
～
す
る
と
い
う
意
味
に
用
い
ら

れ
て
い
る
場
合
と
、
b
シ
バ
ラ
ク
し
て
（
あ
り
て
）
～
す
る
と
い
う
意
味
に
用
い
ら
れ
て
い
る
場
合
と
に
二
大

別
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
a
の
意
味
に
用
い
ら
れ
て
い
る
場
合
の
主
役
は
、
　
「
小
右
記
」
で
は
「
暫
」
又
は
「
斬
足
」
で
あ
り
、
こ
の
点

は
他
の
三
文
献
に
お
い
て
も
同
じ
で
あ
る
。
そ
の
外
、
　
「
小
右
記
」
に
は
わ
ず
か
8
例
で
あ
る
が
「
且
」
が
用

い
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
点
は
「
左
経
記
」
　
（
5
例
）
と
同
じ
で
あ
る
。
又
、
　
「
程
」
や
「
間
」
の
字
の
明
記
さ

れ
て
い
る
も
の
は
、
　
「
小
右
記
」
の
「
暫
程
」
1
例
、
　
「
権
記
」
の
「
暫
問
」
2
例
、
「
御
堂
関
白
記
」
の
「
暫

之
間
」
1
例
と
い
う
よ
う
に
そ
れ
ぐ
一
・
二
例
に
過
ぎ
な
い
。

　
な
お
、
b
の
意
味
の
例
外
と
し
て
a
の
意
味
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、
　
「
小
右
記
」
で
は
「
暫
之
」
1
例

・
「
少
選
」
1
例
で
あ
り
、
　
「
権
記
」
で
は
「
頃
之
」
1
例
で
あ
っ
て
、
　
「
御
堂
関
白
記
」
と
「
左
経
記
」
と

に
は
皆
無
で
あ
る
。

　
他
方
、
b
の
意
味
に
用
い
ら
れ
て
い
る
場
合
の
主
役
は
、
　
「
小
右
記
」
で
は
「
少
時
」
又
は
「
小
時
」
で
あ

る
。
そ
れ
に
続
く
も
の
と
し
て
は
、
　
「
頃
之
」
と
「
少
選
」
又
は
「
小
選
」
が
あ
る
。
　
「
権
記
」
で
の
主
役
は

「
暫
之
」
又
は
「
楚
之
」
と
「
当
薬
」
で
、
両
者
は
同
じ
く
ら
い
の
使
用
数
を
示
し
て
い
る
。
　
「
御
堂
関
白
記
」

で
の
主
役
は
「
有
暫
」
又
は
コ
有
覧
」
で
あ
り
、
　
「
左
経
記
」
の
そ
れ
は
「
頃
之
」
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
　
「
小
右
記
」
で
の
主
役
「
少
時
」
又
は
「
小
時
」
は
、
他
の
三
文
字
に
は
皆
無
の
も
の
で
あ
る
。

又
、
　
コ
小
右
記
し
で
三
番
目
に
使
用
数
の
多
い
「
少
選
」
又
は
「
小
選
」
も
、
他
の
三
文
献
に
は
全
然
用
い
ら

れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
　
「
小
右
記
」
で
二
番
目
に
使
用
数
の
多
い
「
頃
之
」
は
、
　
「
権
記
」
で

二
番
目
、
　
「
左
経
記
」
で
一
番
目
で
あ
り
、
こ
の
「
頃
之
」
は
三
文
献
に
共
通
し
て
使
用
数
の
多
い
も
の
で
あ

る
。　
b
の
用
法
で
「
小
右
記
」
に
見
ら
れ
な
い
も
の
と
し
て
は
、
　
「
早
々
」
・
「
左
経
記
」
の
「
有
頃
」
、
　
「
御

堂
関
白
記
」
・
「
左
経
記
」
の
「
有
暫
」
又
は
「
有
斬
足
」
と
い
っ
た
「
有
」
字
の
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ

る
。

①
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又
、
b
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
場
合
の
漢
字
の
種
類
と
し
て
は
、
各
文
献
ご
と
に
用
例
数
の
多
い
順
に

述
べ
る
と
、
　
「
小
右
記
」
で
は
「
少
時
」
又
は
「
小
時
」
　
・
「
頃
之
」
　
・
「
市
日
」
又
は
「
小
選
」
　
・
「
暫
之
」

又
は
「
斬
足
之
」
・
「
頃
」
・
「
須
実
」
の
六
種
類
、
　
「
権
記
」
で
は
「
暫
之
」
又
は
「
覧
之
」
・
「
頃
之
」
・

、
「
暫
」
・
「
有
頃
」
の
四
種
類
、
　
「
御
堂
関
白
記
」
で
は
「
有
事
」
又
は
「
有
楚
」
の
一
種
類
、
　
「
左
経
記
」

で
は
「
頃
之
」
・
，
「
暫
」
又
は
「
楚
」
・
「
有
頃
」
・
「
有
暫
」
・
「
頃
」
の
五
種
類
と
な
る
。
＊
印
を
付
し

た
も
の
は
先
述
し
た
よ
う
に
、
a
の
意
味
に
用
い
ら
れ
る
の
が
本
則
で
あ
る
が
、
用
例
数
の
上
か
ら
単
な
る
例

外
だ
と
処
理
し
切
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
が
、
こ
の
＊
印
を
付
し
た
も
の
を
一
応
は
ず
す
と
す
れ
ば
、
「
権
記
」

は
三
種
類
、
　
「
左
経
記
」
は
四
種
類
と
な
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
種
類
の
上
で
は
「
小
右
記
」
が
一
番
多
い
。
し
か
も
、
他
の
三
文
献
に
は
全
然
見
ら
れ

な
い
「
少
時
」
又
は
「
小
時
」
・
「
少
選
」
又
は
「
小
選
」
・
「
須
興
」
の
三
種
類
を
含
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
正
字
・
十
字
、
正
字
・
類
字
の
観
点
か
ら
言
え
ば
、
他
の
三
文
献
は
い
ず
れ
も
「
正
字
」
が
主
と
し
て

用
い
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
　
「
小
右
記
」
だ
け
は
半
半
く
ら
い
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
結
局
の
と
こ
ろ
、
　
「
シ
バ
ラ
ク
」
を
表
す
漢
字
の
用
法
か
ら
み
た
「
小
右
記
」
の
特
徴
は
、
ほ
ぼ
同
時
期
の

他
の
三
文
献
と
比
較
し
て
み
た
結
果
、
次
の
諸
点
に
要
約
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

e
　
a
の
意
味
に
用
い
ら
れ
て
い
る
場
合
の
「
小
右
記
」
で
の
主
役
は
「
暫
」
又
は
「
斬
足
」
で
あ
っ
て
、
こ
の

　
点
は
他
の
三
文
献
に
も
共
通
し
て
い
る
が
、
b
の
意
味
に
用
い
ら
れ
て
い
る
場
合
に
、
次
の
よ
う
な
点
が
特

　
徴
と
な
っ
て
い
る
。

　
ω
　
　
「
小
右
記
」
に
用
い
ら
れ
て
い
る
漢
字
は
六
種
類
で
あ
っ
て
、
他
の
三
文
献
よ
り
も
多
い
こ
と
。

　
ω
　
他
の
三
文
献
に
見
ら
れ
な
い
用
字
が
、
　
「
小
右
記
」
・
に
は
三
種
類
も
あ
る
こ
と
。

　
圃
　
　
「
小
右
記
」
で
の
主
役
で
あ
る
「
少
時
」
．
又
は
「
小
時
」
は
、
他
の
三
文
献
に
は
見
ら
れ
な
い
用
字
の

　
　
一
つ
で
あ
る
こ
と
。

口
　
正
字
対
通
字
、
正
字
対
類
字
の
観
点
か
ら
見
る
と
、
他
の
三
文
献
は
主
と
し
て
正
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る

　
の
に
対
し
、
　
「
小
右
記
」
だ
け
は
半
半
く
ら
い
に
し
か
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
　
「
小
右
記
」
の
記

　
者
で
あ
る
藤
原
実
栗
は
、
正
字
と
通
字
、
正
字
と
類
字
の
区
別
を
そ
れ
ほ
ゼ
厳
密
に
は
考
え
て
い
な
か
っ
た

　
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
五
十
四
年
一
月
七
日
稿
了
）
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